
 

 
１ 概   要 

竹原市の名誉市民であり、面象嵌の第一人者である陶藝家の 井政之氏は、令和５年３月６日に
ご逝去されました。 
市では 井政之先生を偲び、その功績を振り返るため、追悼行事を行います。 

 
２ 開催日時 
   令和６年３月６日（水）１３時３０分～１５時 
  
３ 会   場 
  グリーンスカイホテル竹原（竹原市中央四丁目2番18号） 
 
４ 主   催 
  竹原市・竹原市教育委員会 

 
５ 内   容 
  〇講 演 

テーマ 「陶藝家 井政之―挑み続けた作陶人生」 
講 師 東広島市立美術館 学芸員 大山 真季氏 
概 要 生涯陶藝家であり続けた 井政之氏の長い作陶人生をたどりながら、若き日の姿や、 

晩年に語ったことなど、在りし日のエピソードを交えつつその功績を振り返ります。 
  〇トークセッション 井 完眞氏（陶藝家）、大山 真季氏、今榮 敏彦（竹原市長） 
  
6 募集人員 

100人（先着順）／参加費 無料 

    
7 その他 
   追悼行事当日3月6日（水）は、 井政之陶芸の館（旧光本家住宅・竹原市本町三丁目７番４号）
を、無料開放いたします。 
時間 １０時～１６時（入場は１５時３０分まで）  

  
 

問い合わせ 

 竹原市教育委員会 文化生涯学習課 生涯学習係 担当：中西・木村 
 ＴＥＬ0846-22-2328 ＦＡＸ0846-22-8460 

 

元気と笑顔が織り成す 暮らし誇らし、竹原市。 
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 令和６年２月１３日 

陶藝家 井政之氏追悼行事について 
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竹原市の名誉市民であり、面象嵌の第一人者である
陶藝家の今井政之氏の追悼行事を行います。
生涯陶藝家であり続けた今井政之氏の長い作陶人生を
たどりながら、若き日の姿や、晩年に語ったことなど、
在りし日のエピソードを交えつつその功績を振り返ります。

「陶藝家 今井政之 －挑み続けた作陶人生」
東広島市立美術館　学芸員　大山 真季氏
出演者：今井 完眞氏（陶藝家）、大山 真季氏、今榮 敏彦氏（竹原市長）
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13時30分から15時まで

令和6年

3月6日（水）日時

グリーンスカイホテル竹原
（竹原市中央四丁目2番18号）

会場
焼〆泥彩盤　1959 年製作

今井政之陶芸の館（旧光本家住宅・竹原市本町三丁目７番４号）の無料開放
令和 6年 3月 6日（水）10 時～ 16 時（入場は 15 時 30 分まで）
今井政之陶芸の館（旧光本家住宅・竹原市本町三丁目７番４号）の無料開放
令和 6年 3月 6日（水）10 時～ 16 時（入場は 15 時 30 分まで）
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主催 /竹原市・竹原市教育委員会
事前の申込みが必要です。詳しくは裏面を御覧ください。



●広島から高速バスの場合
かぐや姫号（広島バスセンター～ JR広島駅～ JR竹原駅）
JR竹原駅バス停から徒歩約 1 分

●JRの場合
JR 竹原駅下車、徒歩約 1 分

●車の場合
山陽自動車道河内 IC下車、国道 432 号線を南下
河内 ICから車で約 20 分　
広島空港からお越しの場合　車で約 26 分
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申　込　書

次のいずれかの方法でお申込ください。
❶ 竹原市役所 2階　竹原市教育委員会文化生涯学習課に持参
　 （受付は平日 8 時 30 分から 17 時 15 分まで）
❷ FAX（0846-22-8460）
❸ 電子メール（bunka@city.takehara.lg.jp）

申込方法

100 人（先着順）・参加費無料
募集人員

竹原市教育委員会文化生涯学習課生涯学習係（竹原市役所 2階）
竹原市中央五丁目 1番 35号
電話　0846－22－2328

連絡先

講演会の様子を写真等で撮影し、竹原市の広報、SNS等で使用しますので、御了承ください。
献花等のお供え物は受け付けません。

注意事項

会場へのアクセス

募集要項

　今井政之氏は、少年時代を竹原市で過ごし、竹原工業学校を卒業後、陶芸の道に進まれました。
　生前は、郷里・瀬戸内を臨む竹原市に豊山窯を築き、新しい手法への挑戦及び研究を重ねておられました。また、
作品の本体に異なる色合いの土を埋め込んで模様を作り出す、面象嵌を取り込んだ第一人者であり、その技術力や
芸術性は世界から高く評価され、2011 年に竹原市名誉市民、2018 年には文化勲章を受けられるなど日本を代表する
陶藝家として輝かしい功績を残されました。

今井 政之（1930～2023）


